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一
人
一
票
裁
判
に
基
づ
く
衆
議
院
議
員
総
選
挙
無
効
判
決
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
、
最
高
裁
判
所
は
二
〇
〇
九
年
八
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
た
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
関
し
、
約
二
�
三
倍
の
格
差
が
生
じ
て
い
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
制
度
に
お
け
る
一
人
別
枠
方
式
は
違
憲
状
態
に

至
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
一
人
別
枠
方
式
を
廃
止
す
る
こ
と
等
の
立
法
的
措
置
を
求
め
る
判
決

（
以
下
、
「
違
憲
状
態
判
決
」
と
す
る
。
）
を
下
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
違
憲
状
態
判
決
が
下
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
以
上
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十

六
日
に
第
四
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
以
下
、
「
第
四
十
六
回
総
選
挙
」
と
す
る
。
）
が
執
行
さ
れ
、
か
か
る
違
憲
状
態

の
選
挙
制
度
の
ま
ま
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
た
め
、
現
在
日
本
各
地
で
第
四
十
六
回
総
選
挙
の
無
効
の
確
認
を
求
め
、
訴
訟
が
提

起
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
選
挙
制
度
に
つ
い
て
最
高
裁
が
違
憲
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
は
過
去
に
何
度
も
あ
る

が
、
違
憲
状
態
と
最
高
裁
が
判
断
し
、
そ
の
後
改
正
に
足
り
る
十
分
な
時
間
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
制
度
の
下
で

次
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
過
去
に
な
く
、
そ
の
意
味
で
第
四
十
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
司
法
府
軽
視
は
類
を
見
な
い
ほ

ど
甚
だ
し
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
単
な
る
違
憲
状
態
判
決
、
違
憲
判
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
よ
い
よ
違
憲
無
効
判
決
が
下
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
多
く
の
有
権
者
が
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

最
高
裁
判
決
に
基
づ
く
格
差
是
正
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
〇
増
五
減
」
を
内
容
と
す
る
選
挙
制
度
改
革
（
未
執
行
）
が
自
民
党
、
公
明
党
及

び
民
主
党
の
三
党
を
中
心
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
制
度
改
革
で
は
確
か
に
「
一
人
別
枠
方
式
」
の
制
度
そ

の
も
の
は
廃
止
し
た
も
の
の
、
「
一
人
別
枠
方
式
」
に
基
づ
い
て
定
数
配
分
さ
れ
た
選
挙
区
割
り
を
前
提
に
僅
か
な
修
正
を

施
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
最
高
裁
の
求
め
る
格
差
是
正
と
は
か
け
離
れ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
最
高
裁

の
い
う
違
憲
状
態
を
解
消
す
る
に
足
り
る
対
応
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
安
倍
政
権
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

第
四
十
六
回
総
選
挙
無
効
判
決
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

現
在
第
四
十
六
回
総
選
挙
の
無
効
確
認
を
求
め
て
各
地
で
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
早
い
場
合
に
は
、
平
成
二

十
五
年
三
月
六
日
に
東
京
高
等
裁
判
所
に
て
無
効
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
最
高
裁
判
所
に
お
い
て

も
同
様
に
第
四
十
六
回
総
選
挙
の
無
効
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
補
正
予
算
及
び
本
予
算
並
び
に
今
後
成
立
が
予
想
さ
れ
る
関
連
法
案
の
審
議
及
び
法
的

効
力
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
た
め
、
無
効
判
決
が
出
た
場
合
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
な
リ

二



ス
ク
対
応
と
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
四
十
六
回
総
選
挙
の
無
効
判
決
が
出
た
場
合
の
今
後
の
通
常
国
会
に

お
け
る
審
議
へ
の
影
響
及
び
安
倍
政
権
に
お
け
る
対
応
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


